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◆全国里親会（全里）の活動（4月～5月上旬）◆ 

 全里より外部団体への登壇・出席報告                 

朝日新聞厚生文化事業団による、第 2 回権利ノー

ト（巣立ちの準備期編・仮）制作委員会が 4月 22日

（土）、朝日新聞東京本社にて開催されました。全国

里親会から河内会長が参加しています。 

 第１回ブロック長会議               

5月11日午前、衆議院第2議員会館にて第１回ブロ

ック長会議がハイブリッド開催されました。 

次第：・ブロック長の役割についての再確認 

・「今後の活動予定やブロック長としての抱負」 

 第１回会長会議＆会長研修開催報告                          

5月 10日～11日、衆議院議員会館にて第１回会長

会議＆会長研修がハイブリッド開催されました。 

事務局報告：情勢説明・事務局体制について・令和 5

年度事業計画と予算について/会長会議グループ討

議：地区里親会の課題と改善の方策・会長の役割や

組織のまとめ方など/会長研修１日目 講演：『こども

家庭庁とこれからの里親 』講師：草間吉夫氏 

会長研修 2 日目・大臣要望のこれまでの成果と実績

について・里親登録証の導入のための要望の仕方等 

 里親制度研修講座の開催報告               

5月 11日、衆議院第 2議員会館にて里親制度研修

講座がハイブリッド開催されました。 

こども家庭庁による行政説明・講演・シンポジウム 

 ご寄付・ありがとうございました                        

4 月は、合計 209,000 円のご寄付をいただきまし

た。大切に使わせていただきます。 

 ◆行政関係◆ 

 第 1回こども家庭審議会を開催（こども家庭庁）                                  

4月 21日（金）、第 1回こども家庭審議会が開か

れました。審議会では以下の 8つの部会が設置さ

れ、このうち社会的養育・家庭支援部会には、全国

里親会事務局から岩橋が委員として参加していま

す。会議の議事録や資料は、こども家庭庁のＨＰに

てご覧いただけます。

https://www.cfa.go.jp/councils/shingikai/2AeUuBkX/ 

●こども家庭審議会の部会一覧 

・基本政策部会（こども大綱の策定等） 

・幼児期までのこどもの育ち部会（保育所保育指針等） 

・こどもの居場所部会（放課後児童施策等） 

・科学技術部会（生殖補助医療等）・社会的養育 

・家庭支援部会（施設入所児童の権利擁護向上等） 

・児童虐待防止対策部会（虐待の死亡事例検証等） 

・障害児支援部会（障害児支援の調査審議） 

・こどもの貧困対策・ひとり親家庭支援部会（こども   

の貧困・ひとり親支援の施策等） 

 こども向け相談窓口一覧              

 こども家庭庁のホームページにこどもを対象とし

た相談窓口の一覧表（全国）が載っています。 

●こども家庭庁トップページ→「こどもの相談窓口」 

https://www.cfa.go.jp/children-inquiries/ 

◆行事・イベント◆ 

 ヤングケアラー特設サイト（厚労省・こども家庭庁）              

今年 2 月 4 日に行われた「ヤングケアラー交流イ

ベント」の動画公開、当事者団体の情報等も紹介さ

れています。https://www.mhlw.go.jp/young-carer/ 

https://www.mhlw.go.jp/young-carer/  

 令和 5年度児童福祉週間                   

今年も「児童福祉週間（5月 5日～5月 11日）」で、

こどもの健やかな成長を願う行事などが各地で行わ

れました。毎年公募で選ばれる標語もイベントのひ

とつ。令和５年度は 5672作品から、次の標語に決ま

りました。「ちいさなて みんなではぐくみ 育ててく」                                                               

竹島一輝（たけしまいつき）さん  15歳 兵庫県 

◆奨学金◆ 

 児童養護施設等の生徒への受験料等支援          

日本学生支援機構から、社会的養護の高校生向け

に新たな支援金がスタートしています。受験料など

入学前にかかる費用に給付されます。すでに受付が

始まっていますので、詳細を日本学生支援機構のＨ

Ｐ等でご確認のうえ、ご活用ください。 

●給付内容 一人 20万円。使途は受験料、受験の際

の交通費、宿泊費等を想定。●募集期間 令和５年

５月８日（月）～令和６年２月末日（必着）●申請方

法 社会的養護施設の長又は養育者から、申請書類

等を日本学生支援機構へ提出する。●給付時期 ６

月から順次支援金の振込開始。 

●問合せ 独立行政法人 日本学生支援機構 （JASSO）

広報課寄附金室 TEL03-6743-3827 

https://www.jasso.go.jp/kihukin/j_shien/index.html 
◆本の紹介◆ 

 本「社会的養護の子どもを守る法律相談Ｑ＆Ａ」                              

「里子のスマホゲームで高額な請求が。里親が払う

べき？」など、社会的養護の現場で養育者が抱きが

ちな悩みを、子どもの権利や法律の観点から具体的

な事例とともに紹介しています。 

●「事例から見る社会的養護の子どもを守る法律相

談Ｑ＆Ａ」（佐野みゆき＜弁護士＞著・全国社会福祉

協議会出版部・定価 2200円税込）  

※全国里親会の会員は 1 割引きで購入可。購入方法

の詳細は都道府県市事務局へお知らせします。 
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